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５ 図は，同じ長さの棒を使って正六角形をつ

くってつなげたものです。●は棒を固定する

止め具です。

1 番目，2 番目，3 番目，･･････と，順々に正

六角形を増やします。次の問いに答えなさい。

(1) 3 番目では棒は何本ですか。また，止め具は

何個ですか。

(2) Ｍ番目では正六角形が 16 個できます。この

とき，棒の本数と，止め具の個数を答えなさ

い。

(3) Ｎ番目では止め具が 70 個必要です。このとき，

棒は何本必要ですか。 .

(4) 1 番目から 20 番目までをそれぞれつくります。

全部で必要になる棒の本数を求めなさい。
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(1) 1 番目では‥棒は 11 本，止め具は 10 個。

2 番目からは，右図の赤の部分が増えて

いく。つまり，棒は 8 本ずつ，

止め具は 6 個ずつ増えていく等差数列

なので，

3 番目では

棒は 11 ＋ 8 ×(3 － 1)＝ 27 本，

止め具は 10 ＋ 6 ×(3 － 1)＝ 22 個

です。

(2) 図に含まれる正六角形の個数は

1 番目が 2 個，2 番目が 4 個，3 番目が 6 個，･･･

となっている。

Ｍ番目では正六角形が 16 個なので，

Ｍ× 2 ＝ 16 より，Ｍ＝ 8。
よって，棒の本数は 11 ＋ 8 ×(8 － 1)

＝ 11 ＋ 56 ＝ 67 本，

止め具は 10 ＋ 6 ×(8 － 1)＝ 10 ＋ 42
＝ 52 個 です。

(3) Ｎ番目では止め具が 70 個必要なので

10 ＋ 6 ×(Ｎ－ 1)＝ 70。よって，Ｎ＝(70 － 10)÷ 6 ＋ 1 ＝ 11。
よって，11 番目なので，棒の本数は 11 ＋ 8 ×(11 － 1)＝ 11 ＋ 80

＝ 91 本 です。

(4) 棒の本数は 1 番目が 11 本で，20 番目が 11 ＋ 8 ×(20 － 1)＝ 11 ＋ 152 ＝ 163 本。

よって，1 番目から 20 番目までに必要な棒の本数は等差数列の和から

(11 ＋ 163)× 20 ÷ 2 ＝ 1740 本 です。
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